
三

当
該
承
認
に
係
る
国
内
の
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
そ
の
基
準
議
決
権
数
（
組
合
に
あ
っ
て
は
法
第
十
七
条

の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
議
決
権
数
、
連
合
会
に
あ
っ
て
は
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
基
準
議
決
権
数
、
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
議

決
権
数
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
部

分
の
議
決
権
の
処
分
の
方
法
に
関
す
る
方
針
を
記
載
し
た
書
面

三

当
該
承
認
に
係
る
国
内
の
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
そ
の
基
準
議
決
権
数
（
組
合
に
あ
っ
て
は
法
第
十
七
条

の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
議
決
権
数
、
連
合
会
に
あ
っ
て
は
法
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
基
準
議
決
権
数
、
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
法
第
百
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準

議
決
権
数
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た

部
分
の
議
決
権
の
処
分
の
方
法
に
関
す
る
方
針
を
記
載
し
た
書
面

四

（
略
）

四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
の
申
請
等
）

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
の
申
請
等
）

第
三
十
五
条

組
合
、
連
合
会
又
は
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
た
だ
し
書

（
法
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
、
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
行
政

庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条

組
合
、
連
合
会
又
は
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
た
だ
し
書

（
法
第
八
十
七
条
の
四
第
二
項
、
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
行

政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
十
一
条
の
八
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
三
十
六
条

法
第
十
七
条
の
十
五
第
四
項
第
一
号
（
法
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
九
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
組
合
又
は
当
該
連
合
会
が
法
第
五
十

四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
可
を
受
け
て
他
の
組
合

又
は
連
合
会
の
信
用
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
受
け
を
し
た
場
合
と
す
る
。

第
三
十
六
条

法
第
十
七
条
の
十
五
第
四
項
第
一
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
第
二
項
及
び
第
九
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
組
合
又
は
当
該
連
合
会
が
法
第
五
十

四
条
の
二
第
三
項
（
法
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
可
を
受
け
て
他
の
組
合

又
は
連
合
会
の
信
用
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
受
け
を
し
た
場
合
と
す
る
。

（
特
例
対
象
会
社
）

（
特
例
対
象
会
社
）

第
三
十
七
条

法
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
（
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
又
は
事

業
の
再
生
の
計
画
の
作
成
に
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
関
与
し
て
い
る
会
社
（
連
合
会
の
子
法

人
等
に
該
当
し
な
い
会
社
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
特
例
事
業
再
生
会
社
」
と
総
称
す
る
。）と
す
る
。

第
三
十
七
条

法
第
八
十
七
条
の
四
第
四
項
（
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
又
は
事

業
の
再
生
の
計
画
の
作
成
に
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
関
与
し
て
い
る
会
社
（
連
合
会
の
子
法

人
等
に
該
当
し
な
い
会
社
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
特
例
事
業
再
生
会
社
」
と
総
称
す
る
。）と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
子
会
社
が
そ
の
取
得
し
た
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
を
処
分
基
準

日
（
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な
い

と
き
は
、
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
当
該
連
合
会
に
係
る
法
第
八
十
七
条
の

三
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を
行
え
ば
当
該
連

合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
数
が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る

基
準
議
決
権
の
数
（
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分

基
準
日
ま
で
の
間
に
当
該
連
合
会
又
は
そ
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
う
ち

当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
準
議
決
権
の
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
子
会
社
が
そ
の
取
得
し
た
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
を
処
分
基
準

日
（
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な
い

と
き
は
、
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
当
該
連
合
会
に
係
る
法
第
八
十
七
条
の

四
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を
行
え
ば
当
該
連

合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
数
が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る

基
準
議
決
権
の
数
（
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分

基
準
日
ま
で
の
間
に
当
該
連
合
会
又
は
そ
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
う
ち

当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
準
議
決
権
の
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
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